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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
１

４
回

 

持
経
宿
改
築
前

持
経
宿
改
築
前

持
経
宿
改
築
前

持
経
宿
改
築
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事
前
作
業

事
前
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業

事
前
作
業
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前
作
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( 薪
小
屋
撤
去

薪
小
屋
撤
去

薪
小
屋
撤
去

薪
小
屋
撤
去
とと とと

 

軒
先
延
長

軒
先
延
長

軒
先
延
長

軒
先
延
長
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
束
石
据
付

束
石
据
付

束
石
据
付

束
石
据
付
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
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 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

６
月

０
６

日
( 土

)  
晴

時
々

曇
り

 

◇
参

加
者
；
玉

岡
憲

明
、
玉

岡
 

明
、
山

上
皓

一
郎

、
木

下
嘉

彦
、
川

島
 
功

沖
﨑

吉
信

、
前

田
 

正
、

生
熊

敏
男

、
児

嶋
道

夫
、

畑
林

秀
味

、
 

橋
本

 
梓

、
大

江
加

予
子

、
乾

 
克

己
、

佐
藤

優
美

子
、

 

青
木

宏
充

、
梶

野
照

雄
、

塩
川

真
武

 
 

 
 

 
計

１
７

名
築

 

 

７
時

４
５

分
に

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
着

く
と

、
す

で
に

塩
川

車
が

駐
車

し
て

い
た

。
８

時
に

乾
車

が
到

着
、

し
ば

ら
く

立
ち

話
を

し
て

い
る

と
新

宮

組
が

大
挙

し
て

到
着

す
る

。
 

玉
岡

相
談

役
と

は
初

め
て

お
会

い
す

る
が

、
私

の
名

前
を

よ
く

ご
存

じ
で

、

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
活

動
を

常
に

把
握

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

う
か

が
え

た
。

 

 
 

 

ス
ポ

ー
ツ

公
園

到
着

 
 

 
 
 
玉

岡
相

談
役

の
姿

も
 

 
 
 
川

島
代

表
か

ら
作

業
の

説
明
 

池
郷

林
道

の
ゲ

ー
ト

を
越

え
て

路
肩

が
崩

壊
し

か
か

っ
て

い
た

箇
所

ま
で

行
く

と
、

補
修

工
事

が
始

ま
っ

て
い

て
全

く
通

れ
な

い
。

 

崩
壊

地
点

か
ら

持
経

宿
迄

約
２

㎞
な

の
で

、
前

田
、
児

嶋
、
生

熊
、
畑

林
、

橋
本

、
大

江
、

佐
藤

さ
ん

達
は

歩
き

、
９

時
半

頃
に

着
い

た
と

の
こ

と
。

 

や
む

な
く

荷
の

積
ん

だ
車

は
、

白
谷

林
道

経
由

と
な

り
池

原
ま

で
引

き
返

す
。

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
ま

で
一

時
間

か
か

っ
た

。
 

そ
の

間
、

池
原

で
遅

れ
て

出
発

の
山

上
、

木
下

棟
梁

に
池

郷
林

道
工

事
で

通
行

止
め

の
た

め
、

白
谷

林
道

か
ら

来
る

様
に

連
絡

す
る

。
 

 
 

 
 

 

池
郷

林
道

引
き

返
し

 
 

 
 

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
 

 
 

 
 

 
 

薪
小

屋
撤

去
 
 

１
０

時
４

０
分

頃
に

持
経

宿
に

着
く

と
、

先
に

到
着

メ
ン

バ
ー

は
、

小
屋

前
の

桜
の

木
を

伐
採

し
、

薪
小

屋
内

の
薪

の
移

動
を

始
め

て
い

る
。

す
ぐ

に

道
具

を
お

ろ
し

て
薪

小
屋

の
解

体
を

始
め

る
。

 

屋
根

の
ト

タ
ン

を
外

す
、

壁
の

ト
タ

ン
を

外
す

、
棚

板
を

外
す

、
取

り
外

し
た

木
材

か
ら

釘
を

抜
く

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
分

担
し

て
、

薪
小

屋
は

３
０

分

ほ
ど

で
跡

か
た

も
な

く
無

く
な

っ
た

。
木

下
棟

梁
も

到
着

し
、

軒
先

１
ｍ

延

長
す

る
事

か
ら

、
６

本
の

柱
の

束
石

を
掘

る
地

点
を
略
決

め
て

、
お
昼

前
に

な
り
作
業
中
断

。
到

着
時

に
車

組
と
徒

歩
組

に
分

か
れ

、
あ
わ

た
だ

し
く

て
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出
来

な
か

っ
た
勤

行
を

玉
岡

相
談

役
の
導
師

で
行

い
、

こ
れ

か
ら

の
持

経
宿

改
築

工
事

の
安

全
と

無
事
完

工
を
祈
願

し
た

。
 

そ
の
後

、
小

屋
内

で
昼
食

。
１

７
名

が
座

る
と

小
屋

は
、

ほ
ぼ

一
杯

に
な

る
。

木
下

棟
梁

よ
り
天
候

に
左
右

さ
れ

る
が

、
改

築
の
今
後

の
段

取
り

の
説

明
が
あ

り
、

と
り
あ

え
ず

来
週

１
０

日
頃

に
用

材
を

持
経

宿
に
運
び

た
い

。
 

食
後

、
児

島
カ
フ
ェ

の
コ

ー
ヒ

ー
と
福

岡
県
柳

川
市

の
吉
開
師

一
行

の
順

峯
奥
駈

修
業
復
興

４
０
周

年
記
念
入
峯

で
行
仙

宿
に

宿
泊

さ
れ

た
際

に
、
食

事
等

の
手
助
け

を
し

た
御
礼

に
大

江
・

畑
林
・

梶
野
・

青
木
氏
へ
届
け

ら
れ

た
お
菓

子
( 黒
棒

) が
ふ

る
ま
わ

れ
た

。
 

 
 

 
 

 

 
 

玉
岡

導
師

で
勤

行
 

 
 

 
 

 
昼

食
 

 
 

 
 

 
 

薪
小

屋
は

撤
去

さ
れ

た
 

昼
食
後

、
青

木
さ

ん
と
二
人

で
水
場

の
改

修
に

行
く

。
雨

の
後

で
も
あ

り

沢
の
水
量

は
多

い
。

先
端

の
透

明
ホ

ー
ス

が
外

れ
て

地
面

に
落

ち
て

い
た

。

パ
イ
プ

か
ら
水

は
ほ

と
ん

ど
出

て
い

な
い

の
で

青
木

さ
ん

が
掃
除

に
登

る
。

落
ち
葉

を
取

り
除

く
と

、
勢

い
よ

く
水

が
流

れ
始

め
た

。
水
量

が
多

く
上
部

で
の

止
水

が
で

き
な

い
の

で
、

先
端
ホ

ー
ス

の
接

着
は
次

回
に

持
ち

越
し

、

細
紐

で
外

れ
な

い
よ

う
固
定

し
て

小
屋
へ
戻

っ
た

。
小

屋
に
戻

る
と

、
軒

先

を
１

ｍ
延

長
す

る
た

め
の

束
石

の
穴

掘
り

が
始

ま
っ

て
い

た
。

 

 
 

 
 

 

外
れ

て
い

た
ホ

ー
ス

 
 

 
 

青
木

さ
ん

が
掃

除
す

る
 

 
 

細
紐

で
仮

止
め
 

解
体

は
多
人
数

が
有
利

だ
が

、
こ

こ
か

ら
の
物
づ

く
り

は
船
頭

が
多

す
ぎ

て
は

事
が
運

ば
な

い
。
木

下
棟

梁
、
な

ん
と

な
く
気

が
気

で
な

ら
な

い
様

子
。
 

 
 

穴
掘

り
も

ほ
ぼ
終
了

。
セ

メ
ン

ト
を
練

り
始

め
る

が
「
砂
利

は
後

か
ら
入

れ
な

い
と

、
重

く
て
練

り
に

く
い
」

と
棟

梁
か

ら
指
摘

を
受
け

一
同
納
得

。
 

 
 

 
 

 

礎
石

の
穴

掘
り

 
 

 
 

 
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
投

入
 

 
 

 
  

束
石

の
位

置
決

め
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こ
こ

か
ら

は
プ
ロ

の
出
番

と
な

る
。

棟
梁

が
セ

メ
ン

ト
の
量

の
指
示

を
出

し
束

石
の
位
置

を
決

め
て

い
く

。
砂
利

が
少

し
不
足

し
て

、
小

屋
前

か
ら
拾

っ
た

り
、

林
道

か
ら
集

め
た

り
し

て
、
運
搬

し
た
砂
・

バ
ラ

ス
約

２
５

０
㎏

を
使
用

し
、

よ
う

や
く

全
て

の
束

石
が
設
置

さ
れ

た
。

 

玄
関
南
横

に
あ

っ
た

木
柱

の
道
標

は
、
北

に
少

し
上

が
っ

た
場

所
に
仮
設

し
た

。
 

１
４

時
半

頃
に
略
作
業

が
終
わ

り
休
憩

。
吉
開
師

か
ら
御
礼

に
送

っ
て
頂

い
た
特

大
西
瓜

を
賞

味
す

る
。
冷

え
て

い
な

い
が
甘

く
て

美
味

し
く

１
７

名

が
た

ら
ふ

く
食
べ

ら
れ

た
特

大
西
瓜

で
あ

っ
た

。
加

え
て

行
仙

宿
・
作
業

体

験
研

修
時

の
お
礼

の
菓

子
が

、
三
井
氏

か
ら
届
け

ら
れ

こ
れ

も
皆

で
頂

い
た

。
 

吉
開
賢
淳
師
・
三
井

さ
ん
あ

り
が

と
う
！

 

束
石

の
固

ま
り

具
合

や
整

地
、
周
辺

を
後
片
付
け

し
て

１
５

時
に

ほ
ぼ

全

て
の
作
業

を
終

え
、

小
屋

前
で

全
員

の
写

真
を
撮

っ
た

。
 

玉
岡

相
談

役
は
設
置

さ
れ

た
束

石
に

お
清

め
の

塩
を
撒

き
、
改

築
工

事
の

無
事
完

工
を
祈

ら
れ

て
い

る
よ

う
で
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

仮
設

し
た

標
識

 
 

 
 
  

全
員

で
集

合
写

真
 

 
 

 
清

め
塩

を
す

る
玉

岡
相

談
役
 

１
５

時
３

０
分

、
今
夜

持
経

宿
に
泊

る
青

木
さ

ん
を
残

し
て

、
小

屋
を

後
に

し
て

白
谷

林
道

で
池

原
ま

で
戻

っ
た

。
途
中

、
浦
向

の
三
叉

路
で

新
宮

組
と
別

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
１

７
時

前
に
戻

っ
た

。
 

  行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
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０
６

日
( 土

) 

堺
市

0
5
:0

0
→

0
7
:4

5
池

原
0
8
:3

0
→

0
8
:5

5
崩

壊
工

事
箇

所
0
9
:1

0
→

池
原

→
浦
向

0
9
:5

0
→

白
谷

林
道
ケ

ー
ト

1
0
:1

0
→

1
0
:4

5
持

経
宿
→

薪
運
搬
・
薪

小
屋

解
体

1
1
:4

5
→

1
2
:0

0
昼
食

1
2
:3

0
→
水
場

補
修
・
束

石
据
付
作
業

1
4
:3

0

→
( 休
憩

) →
1
4
:5

0
作
業
終
了

1
5
:1

0
→

持
経

宿
1
5
:3

0
→

1
6
:4

5
ス

ポ
ー

ツ

公
園

1
7
:0

0
→

1
9
:4

5
堺
市

着
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
梶

野
) 


